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く
に
び
き
地
区
本
部
は
６
月
２
日
～
19
日
、
管
内

の
農
業
法
人
や
担
い
手
農
家
20
軒
を
訪
問
し
、
米
の

Ｊ
Ａ
出
荷
を
呼
び
か
け
ま
し
た
。

こ
の
取
り
組
み
は
、
米
の
集
荷
対
策
と
し
て
毎
年

実
施
し
て
お
り
、
対
話
を
通
じ
て
Ｊ
Ａ
へ
の
意
見
・

要
望
を
聞
き
取
り
、
米
の
出
荷
を
依
頼
す
る
も
の
。

６
月
２
日
に
は
、
中
村
隆
副
本
部
長
と
岩
本
祐
介

Ｔ
Ａ
Ｃ
ら
が
、
竹
矢
町
に
あ
る
（
農
）
意お

う宇
の
杜
を

訪
れ
、
菅
井
一ま
こ
と

組
合
長
へ
日
頃
の
感
謝
と
米
出
荷
を

依
頼
し
ま
し
た
。

菅
井
組
合
長
は
「
令

和
７
年
産
米
は
過
去

最
高
額
の
概
算
金
と
な

り
、
法
人
経
営
も
明
る

い
兆
し
が
見
え
て
き
た

と
感
じ
た
。
し
か
し
、

米
の
民
間
在
庫
数
量
が

膨
ら
ん
で
い
る
と
の
報

道
も
あ
り
、
令
和
８
年

産
の
米
価
格
動
向
に
つ

い
て
心
配
し
て
い
る
」

と
話
し
ま
し
た
。
中
村

副
本
部
長
は
「
令
和
８

年
産
米
の
価
格
に
つ
い

て
は
、
明
確
な
お
答
え

は
で
き
ま
せ
ん
が
、
米

卸
と
の
価
格
交
渉
を
精

力
的
に
行
い
ま
す
」
と

説
明
し
ま
し
た
。

　

く
に
び
き
地
区
本
部
は
６
月
11
日
・
12
日
の
両
日
、
３

地
区
（
大
庭
・
本
庄
・
秋
鹿
）
で
、
西
条
柿
夏
季
圃
場
巡

回
指
導
会
を
実
施
し
、
合
計
28
名
の
柿
生
産
者
が
参
加
し

ま
し
た
。

　

同
指
導
会
は
、
良
質
な
柿
の
安
定
し
た
生
産
を
目
的

と
し
て
実
施
す
る
も
の
。
島
根
県
農
業
技
術
セ
ン
タ
ー

技
術
普
及
部
東
部
普
及
指
導
課
の
渡
利
亮
司
普
及
員
を

講
師
に
招
き
、
生
育
状
況
と
今
後
行
う
摘
果
や
※
新し
ん
し
ょ
う梢

管
理
等
に
つ
い
て
受
講
し
ま
し
た
。
本
年
は
、
フ
ジ
コ

ナ
カ
イ
ガ
ラ
ム
シ
や
カ
メ
ム
シ
類
の
発
生
が
平
年
に
比

べ
て
多
発
し
て
い
る
と
い
う
情
報
か
ら
、
各
地
域
で
の

発
生
状
況
の
確
認
や
適
切
な
管
理
及
び
防
除
に
つ
い
て

説
明
が
あ
り
ま
し
た
。

　

生
産
者
は
、「
今
年
は
例
年
に
比
べ
※

着ち
ゃ
く
ら
い蕾
数
が
多

く
感
じ
て
い

る
。
適
切
な
摘

蕾
・
摘
果
等
を

行
い
、
良
質
な

柿
づ
く
り
に
つ

な
げ
て
い
き
た

い
」
と
話
し
て

い
ま
し
た
。

西
条
柿
巡
回
指
導
会
を
実
施

Ｅ
Ｃ
О
ス
タ
イ
ル
実
施
中
！

Ｅ
Ｃ
О
ス
タ
イ
ル
実
施
中
！
運
動
期
間

運
動
期
間::

５５
月月
11
日
㈮
～

日
㈮
～
1100
月月
3030
日
㈮
日
㈮

意見を交わす岩本ＴＡＣ、中村副本部長、菅井洋二副組合長、菅井組合長（左から）

圃場で実際に確認する渡利普及員（右）と生産者（本庄地区）

農業者の所得増大・農業生産の拡大に向けて取り  組んでいます。 ～くにびき地区本部の取り組み～

※
新
梢
管
理

　
新
し
く
伸
び

た
枝
（
新
梢
）

の
生
育
を
調
整

し
、
樹
前
の
バ

ラ
ン
ス
を
保
つ

た
め
の
作
業

※
着
蕾

　
花
芽
が
膨
ら

み
、
花
の
原
基

が
生
成
さ
れ
て

い
る
状
態

役
員
ら
が
担
い
手
訪
問
を
実
施

農
事
組
合
法
人
に
こ
に
こ
フ
ァ
ー
ム
新
庄
（
津
森
隆

利
代
表
理
事
）
は
６
月
10
日
、
タ
マ
ネ
ギ
の
掘
り
上
げ

作
業
を
開
始
し
ま
し
た
。

同
法
人
は
令
和
２
年
２
月
に
設
立
。
高
収
益
作
物
の

取
り
組
み
と
し
て
タ
マ
ネ
ギ
を
選
定
し
、
本
年
産
は
3.1 

ha
の
面
積
で
栽
培
。
今
後
は
面
積
を
５
ha
、
収
量
は
10

ａ
当
た
り
５
ｔ
を
目
標
と
し
て
い
ま
す
。

当
日
は
、
同
法
人
の
構
成
員
や
営
農
指
導
員
が
新
庄

町
の
圃
場
に
集
ま
り
、
昨
年
11
月
に
定
植
し
た
中
生
品

種
「
タ
ー
ザ
ン
」
の
掘
り
上
げ
作
業
が
行
わ
れ
ま
し
た
。

津
森
代
表
理
事
は
「
雨
が
少
な
く
心
配
し
て
い
ま
し

た
が
、
本
年
も
無
事
収
穫
を
迎
え
る
こ
と
が
で
き
、
収

量
も
安
定
し
て
い
る
の
で
一
安
心
し
て
い
ま
す
。
美
味

し
い
タ
マ
ネ
ギ
を
消
費
者
の
皆
さ
ん
に
ぜ
ひ
味
わ
っ
て

い
た
だ
き
た

い
」
と
話
し
ま

し
た
。

収
穫
し
た
タ

マ
ネ
ギ
は
専
用

の
鉄
コ
ン
テ
ナ

に
入
れ
て
斐
川

に
あ
る
広
域
玉

葱
調
製
保
管
施

設
へ
出
荷
し
、

保
管
、
調
製
作

業
を
経
て
、
順

次
「
島
根
た
ま

ね
ぎ
」
と
し
て

県
内
外
の
各
市

場
へ
出
荷
さ
れ

ま
す
。

タ
マ
ネ
ギ
の
収
穫
を
実
施

　
　
　
～
に
こ
に
こ
フ
ァ
ー
ム
新
庄
～拾い上げ作業の様子

©よい食P

米の出荷は
ＪＡに
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く
に
び
き
地
区
本
部
は
、
６
月
５
日
・
６
日
の
両
日

に
３
会
場
（
Ｊ
Ａ 

Ｆ
Ａ
Ｒ
Ｍ
E
Ｒ
S 

Ａ
コ
ー
プ
た
ま

ゆ
店
・
中
海
干
拓
研
修
セ
ン
タ
ー
・
営
農
総
合
セ
ン

タ
ー
）
で
、
令
和
８
年
産
水
稲
指
導
会
を
実
施
し
、
合

計
54
名
の
米
生
産
者
が
参
加
し
ま
し
た
。

　

同
指
導
会
は
、
米
の
品
質
向
上
と
安
定
し
た
収
量
確

保
を
目
的
に
実
施
。
夏
場
の
高
温
対
策
や
病
害
虫
防
除

等
今
後
の
栽
培
管
理
に
つ
い
て
、
近
年
の
状
況
を
踏
ま

え
て
、
営
農
指
導
員
が
説
明
し
ま
し
た
。

　

生
産
者
か
ら
は
、「
け
い
酸
加
里
肥
料
は
毎
年
施
用

し
た
方
が
良
い
の
か
」
と
質
問
が
あ
り
、
営
農
指
導
員

は
、「
水
稲
は
多
く
の
ケ
イ
酸
を
必
要
と
し
、
籾
や
茎

に
吸
収
さ
れ
た
ケ
イ
酸
の
多
く
は
圃
場
か
ら
持
ち
出
さ

れ
る
た
め
、
毎
年
補
給
が
必
要
で
す
。
ま
た
、
加
里
に

つ
い
て
も
デ
ン
プ
ン
を
籾
へ
運
ぶ
重
要
な
役
割
を
果
た

し
、
登
熟
や
籾
の
充
実
に
関
係
す
る
た
め
、
毎
年
施
用

が
好
ま
し
い
で
す
」
と
説
明
。
ま
た
、「
カ
メ
ム
シ
防

除
は
２
回
と
も
同
じ
薬
剤
で
良
い
の
か
」
と
い
う
質
問

に
は
、「
同
じ
薬
剤
を
使
用
す
る
こ
と
で
、
薬
剤
の
抵

抗
性
を
も
つ
カ
メ
ム
シ
の
変

異
等
が
懸
念
さ
れ
る
た
め
、

薬
剤
は
変
更
し
て
使
用
す
る

こ
と
が
好
ま
し
い
で
す
。
ま

た
、
農
薬
の
使
用
回
数
や
使

用
時
期
等
は
、
農
薬
ラ
ベ
ル

等
を
必
ず
確
認
し
て
く
だ
さ

い
」
と
呼
び
か
け
ま
し
た
。

　

参
加
し
た
生
産
者
は
、「
指

導
会
の
内
容
を
踏
ま
え
て
、

適
期
作
業
を
徹
底
し
、
安
定

し
た
収
量
と
品
質
の
確
保
に

つ
な
げ
て
い
き
た
い
」
と
話

し
ま
し
た
。

松
江
市
和
牛
改
良
組

合
（
藤
原
薫
組
合
長
・

22
名
）
は
６
月
５
日
、

教
育
文
化
セ
ン
タ
ー
Ｓ

ａ
ｎ
・
s
ａ
ｎ
館
で
令

和
８
年
度
総
会
を
開
催

し
ま
し
た
。

当
日
は
、
組
合
員
や

関
係
者
等
25
名
が
出
席
。

冒
頭
、
藤
原
組
合
長
が

「
濃
厚
飼
料
価
格
の
高
止

ま
り
や
農
家
数
の
減
少

等
厳
し
い
環
境
が
続
き

ま
す
が
、
牛
価
は
上
向

き
の
動
き
が
見
ら
れ
る

た
め
、
力
を
合
わ
せ
、

よ
り
良
い
牛
づ
く
り
に
取
り
組
み
、
さ
ら
な
る
品
質
向

上
を
目
指
し
て
い
き
ま
し
ょ
う
」
と
挨
拶
し
ま
し
た
。

ま
た
、
藤
原
順
子
さ
ん
（
東
持
田
町
）
に
女
性
部
最

高
単
価
賞
、
池
尻
勉
さ
ん
（
宍
道
町
）
に
松
江
市
和
牛

改
良
組
合
長
賞
が
授
与
さ
れ
ま
し
た
。

総
会
で
は
、
松
浦
豊
副
組
合
長
が
議
長
に
選
任
さ
れ
、

令
和
７
年
度
の
事
業
報
告
や
令
和
８
年
度
の
事
業
計
画

と
収
支
予
算
等
全
議
案
が
承
認
さ
れ
ま
し
た
。

　

く
に
び
き
地
区
本
部
は
６
月
４
日
、
中
海
干
拓
研
修
セ

ン
タ
ー
で
「
く
に
び
き
レ
タ
ス
」
の
目
合
わ
せ
会
を
行
い
、

生
産
者
５
名
が
参
加
し
ま
し
た
。

　

こ
の
研
修
は
、
県
内
外
の
市
場
に
向
け
て
共
販
出
荷
を

開
始
す
る
た
め
に
、
出
荷
規
格
や
品
質
基
準
等
を
確
認
す

る
目
的
で
実
施
し
た
も
の
。

　

当
日
は
、
園
芸
特
産
課
の
犬
山
浩
二
係
長
が
「
本
年
産

の
春
植
え
定
植
本
数
は
６
５
，２
０
０
本
と
な
り
、
管
内

の
生
産
本
数
も
年
々
増
加
し
て
い
ま
す
。
病
害
虫
防
除
を

徹
底
し
、
収
穫
遅
れ
や
異
物
混
入
に
注
意
し
て
作
業
に
取

り
組
ん
で
く
だ
さ
い
。
安
全
・
安
心
な
『
く
に
び
き
レ
タ

ス
』
が
消
費
者
の
皆
さ
ま
へ
お
届
け
で
き
る
よ
う
、
適
切

な
栽
培
管
理
と
農
薬
の
適
正
使
用
に
努
め
ま
し
ょ
う
」
と

挨
拶
。
そ
の
後
、
収
穫
時
間
の
説
明
や
収
穫
適
期
の
見
分

け
方
等
の
説
明
を
行
い
、
出
荷
時
の
注
意
点
と
し
て
根
本

の
カ
ッ
ト
位
置
を
実
践
指
導
し
ま
し
た
。

　

参
加
し
た
生
産
者
は
「
今
年
の
春
は
昨
年
に
比
べ
良
い

も
の
が
で
き
た
。
多
く
の
方
に
美
味
し
い
レ
タ
ス
を
食
べ

て
も
ら
え
る
よ
う
、
引

き
続
き
頑
張
り
た
い
」

と
話
し
ま
し
た
。

水
稲
指
導
会
を
実
施

松
江
市
和
牛
改
良
組
合
が
総
会
を
開
催

「
く
に
び
き
レ
タ
ス
」
目
合
わ
せ
会
を
実
施くにびきレタス

指導会の様子（JA FARMERS Aコープたまゆ店）

農業者の所得増大・農業生産の拡大に向けて取り  組んでいます。

根本のカット位置を実践してみせる犬山係長

Ｅ
Ｃ
О
ス
タ
イ
ル
実
施
中
！

Ｅ
Ｃ
О
ス
タ
イ
ル
実
施
中
！
運
動
期
間

運
動
期
間::

５５
月月
11
日
㈮
～

日
㈮
～
1100
月月
3030
日
㈮
日
㈮

松江市和牛改良組合長賞を受ける池尻さん

女性部最高単価賞を受ける藤原さん
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Ｅ
Ｃ
О
ス
タ
イ
ル
実
施
中
！

Ｅ
Ｃ
О
ス
タ
イ
ル
実
施
中
！
運
動
期
間

運
動
期
間::

５５
月月
11
日
㈮
～

日
㈮
～
1100
月月
3030
日
㈮
日
㈮

～くにびき地区本部の取り組み～
組合員のアクティブメンバーシップ確立に向けて取り組んでいます。

く
に
び
き
青
年
連
盟
（
上
山
根
有
史
委
員
長
・
64
名
）
は
６

月
25
日
、
松
江
ニ
ュ
ー
ア
ー
バ
ン
ホ
テ
ル
で
第
37
回
通
常
総
会

を
開
催
し
ま
し
た
。

当
日
は
、
黒
田
慎
島
根
県
農
協
青
年
組
織
協
議
会
副
会
長
、

越
野
浩
昭
く
に
び
き
地
区
本
部
長
等
の
来
賓
や
盟
友
と
Ｊ
Ａ
関

係
者
ら
32
名
が
出
席
し
ま
し
た
。

冒
頭
、
上
山
根
委
員
長
が
「
Ｊ
Ａ
役
員
の
皆
さ
ま
を
は
じ
め

関
係
者
の
皆
さ
ま
と
結
束
を
深
め
、
地
域
に
貢
献
し
厳
し
い
世

の
中
を
乗
り
越
え
て
い
く
た
め
に
、
引
き
続
き
ご
支
援
・
ご
協

力
を
お
願
い
し
ま
す
」
と
挨
拶
。
続
い
て
越
野
本
部
長
が
「
信
頼
で
き
る
仲
間
づ
く

り
を
す
す
め
、
組
織
の
強
化
を
図
っ
て
ほ
し
い
。
ま
た
、
個
人
の
願
い
が
組
織
と
し

て
も
叶
え
ら
れ
る
よ
う
ポ
リ
シ
ー
ブ
ッ
ク
を
ま
と
め
、
Ｊ
Ａ
と
意
見
を
交
換
し
て
ま

い
り
ま
し
ょ
う
。
Ｊ
Ａ
へ
積
極
的
に
参
画
し
、
Ｊ
Ａ
運
動
の
先
頭
に
立
つ
こ
と
を
期

待
し
ま
す
」
と
祝
辞
を
述
べ
ま
し
た
。

総
会
で
は
、
津
田
地
区
の
岩
本
祐
介
盟
友

が
議
長
に
選
任
さ
れ
、
全
議
案
が
承
認
さ
れ

ま
し
た
。
ま
た
役
員
改
選
が
あ
り
、
新
た
に

松
尾
京
亮
さ
ん
（
八
束
）
が
副
委
員
長
に
、

山
根
敏
行
さ
ん
（
古
江
）、福
島
一
樹
さ
ん
（
乃

木
）、
三
代
由
希
子
さ
ん
（
川
津
）
が
委
員
に

就
任
し
ま
し
た
。

く
に
び
き
青
年
連
盟
が
総
会
を
開
催
　

～
農
業
で
日
本
を
元
気
に
！
～

青
年
連
盟
と
女
性
部
が

　
サ
ツ
マ
イ
モ
の
苗
植
え
で
交
流

くにびき青年連盟とくにびき女性部が植えたサツマイモを収穫いただきます。
開 催 日
開催場所

令和８年10月３日（土）
受付：JA中海干拓集出荷場
会場：中海干拓地　　開会式終了後、徒歩にて移動

第35回 ふれあい親子いもほり大会第35回 ふれあい親子いもほり大会
※参加費、申し込み方法等は
　「JAしまねびより8月号」にて
　告知いたします！

開開
催催
告告
知知

　

く
に
び
き
青
年
連
盟
は
５
月
30
日
、
秋
に
開
催
予

定
の
「
ふ
れ
あ
い
親
子
い
も
ほ
り
大
会
」
に
向
け
、

東
出
雲
町
の
中
海
干
拓
地
に
あ
る
圃
場
に
サ
ツ
マ
イ

モ
の
苗
を
植
え
ま
し
た
。
同
大
会
は
く
に
び
き
地
区

本
部
と
共
催
し
、
親
子
で
農
業
の
魅
力
を
広
く
知
っ

て
も
ら
お
う
と
毎
年
開
催
し
て
お
り
、
今
年
で
35
回

目
を
迎
え
ま
す
。

　

当
日
は
、
盟
友
や
く
に
び
き
女
性
部
員
、
Ｊ
Ａ
職

員
等
18
名
が
参
加
。
参
加
者
は
、
10
ａ
の
広
大
な
畑

に
並
ぶ
約
１
０
０
ｍ
の
畝
に
、
紅
は
る
か
の
苗
約

２
千
本
を
植
え
付
け
。
秋
の
収
穫
ま
で
に
大
き
く
育

つ
よ
う
願
い
を
込
め
ま
し
た
。

　

上
山
根
委
員
長
は
「
秋
に
た
く
さ
ん
収
穫

で
き
る
よ
う
、
今
年
は
圃
場
の
変
更
も
試
み

た
。
み
ん
な
で
協
力
し
て
管
理
し
て
い
き
た

い
」
と
語
り
ま
し
た
。

挨拶をする上山根委員長祝辞を述べる越野本部長

新
役
員
（
敬
称
略
）

【
委
員
長
】
上
山
根
有
史
（
再
任
）

【
副
委
員
長
】
佐
々
木
紀
洋
（
再
任
）

【
副
委
員
長
】
松
尾
　
京
亮
（
新
任
）

【
委
　
　
員
】
山
根
　
敏
行
（
新
任
）

【
委
　
　
員
】
福
島
　
一
樹
（
新
任
）

【
委
　
　
員
】
三
代
由
希
子
（
新
任
）

【
委
　
　
員
】
加
藤
　
善
平
（
再
任
）

【
監
　
　
事
】
大
西
　
貴
広
（
再
任
）

【
監
　
　
事
】
須
山
　
慶
一
（
再
任
）

【
顧
　
　
問
】
野
津
　
喜
洋
（
再
任
）

新役員の皆さん
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５５
月月
11
日
㈮
～

日
㈮
～
1100
月月
3030
日
㈮
日
㈮

　

宍
道
支
店
運
営
委
員
会
（
伊
原

幸
俊
委
員
長
）
は
６
月
６
日
、
元

支
店
運
営
委
員
で
あ
る
狩
野
和

由
さ
ん
の
圃
場
（
来
待
）
で
、
金

時
の
苗
植
え
を
実
施
し
ま
し
た
。

　

こ
の
活
動
は
、
運
営
委
員
と
支

店
職
員
の
繋
が
り
を
強
め
る
と

と
も
に
、
農
業
経
験
の
少
な
い
支

店
職
員
が
農
業
体
験
を
行
う
こ

と
を
通
じ
て
、
農
業
の
理
解
を
深

め
る
た
め
に
企
画
。
当
日
は
、
運

営
委
員
や
支
店
職
員
等
14
名
が
参
加
し
ま
し
た
。

　

初
め
に
、
永
江
久
夫
副
委
員
長
が
苗
の
植
え
方
に
つ

い
て
説
明
し
た
後
、
一
斉
に
植
え
付
け
作
業
を
開
始
。

和
や
か
な
雰
囲
気
の
中
で
作
業
が
進
み
ま
し
た
。

　

永
江
副
委
員
長
は
「
活
動
を
通
じ
て
、
運
営
委
員
と

職
員
の
絆
を
強
め
、
協
力
し
て

地
域
の
方
に
喜
ば
れ
る
支
店

づ
く
り
を
進
め
て
い
き
た
い
」

と
話
し
ま
し
た
。

　

体
験
し
た
堀
江
寿ひ
さ

美み

係
長

は
「
運
営
委
員
の
方
々
と
一
緒

に
苗
植
え
が
で
き
、
と
て
も
充

実
し
た
時
間
と
な
り
ま
し
た
。

秋
の
収
穫
も
皆
さ
ん
と
一
緒

に
で
き
る
の
が
楽
し
み
で
す
」

と
感
想
を
述
べ
ま
し
た
。

　

今
後
は
、
運
営
委
員
と
支

店
職
員
が
協
力
し
な
が
ら
圃

場
管
理
を
し
、
秋
に
は
収
穫

作
業
を
行
う
予
定
で
す
。

宍
道
支
店
運
営
委
員
が

サ
ツ
マ
イ
モ
の
苗
植
え
を
実
施
！

『くにびき女性部　ひとり一品運動』ご協力のお礼

　くにびき女性部員が１人１品以上食品を持ち寄り、フードバンクしまねあっ
たか元気便へ寄贈し支援する「ひとり一品運動」。部員の皆さまに取り組み
をお願いしたところ、多くの食品が集まりました。
　ご協力いただいた皆さまに厚く御礼申し上げます。

JAしまねくにびき女性部　部長　諏訪 智子

取り組み期間　5/25～6/5

～くにびき地区本部の取り組み～
地域活性化に向けた地域貢献活動に取り組んでいます。

消
防
操
法
大
会
で
副
賞
に
ホ
ー
ス
を
贈
呈

          

～
玉
湯
方
面
団
が
栄
冠
に
輝
く
～

　

消
防
団
員
の
消
防
技
術
向
上
と
士
気
の
高
揚
を
図
り
、
消
防

活
動
の
充
実
発
展
に
寄
与
す
る
目
的
で
、「
第
10
回
松
江
市
消

防
操
法
大
会
」
が
６
月
７
日
、島
根
県
消
防
学
校
で
開
催
さ
れ
、

松
江
市
内
の
消
防
団
か
ら
４
チ
ー
ム
が
出
場
し
ま
し
た
。

　

く
に
び
き
地
区
本
部
は
、
消
防
団
の
重
要
性
を
強
く
認
識

し
、
協
力
事
業
所
と
し
て
認
定
を
受
け
て
い
ま
す
。
現
在
18

名
の
職
員
が
松
江
市
消
防
団
へ
所
属
し
、
消
防
団
Ｏ
Ｂ
も
多

数
在
籍
。
ま
た
、
災
害
時
に
は
優
先
的
に
出
動
で
き
る
体
制

を
整
え
て
お
り
、
訓
練
場
の
提
供
等
、
消
防
団
活
動
を
積
極

的
に
支
援
し
て
い
ま
す
。
本
大
会
で
は
、消
防
団
活
動
に
役
立
て
て
い
た
だ
く
た
め
、

第
６
回
大
会
か
ら
副
賞
に
ホ
ー
ス
を
贈
呈
し
て
い
ま
す
。

　

審
査
の
結
果
、
玉
湯
方
面
団
が
優
勝
。
準
優
勝
の
宍
道
方
面
団
と
と
も
に
、
７
月

５
日
に
松
江
市
で
行
わ
れ
る
県
大
会
へ
の
出
場
権
を
獲
得
し
ま
し
た
。
表
彰
式
で

は
、
中
村
隆
副
本
部
長
が
、
上
位
２
チ
ー
ム
の
代
表
者
に
副
賞
の
ホ
ー
ス
を
贈
呈
し

ま
し
た
。

　

玉
湯
方
面
団
の
指
揮
者
を
務
め
た
新
宮
亘わ
た
るさ
ん
は
、「
本
番
で
は
想
定
外
の
場
面

も
あ
っ
た
が
、
日
頃
の
訓
練
の
成
果
は
発
揮
で
き
た
と
感
じ
て
い
る
。
今
回
の
経
験

も
踏
ま
え
、
さ
ら
に
訓
練
を
重
ね
、
全
国
大
会
出
場
に
向
け
て
県
大
会
に
臨
み
た
い
」

と
意
気
込
み
を
語
り
ま
し
た
。
ま
た
、
選
手
（
１
番
員
）
と
し
て
出
場
し
た
乃
木

支
店
の
來き
ま
ち
あ
ゆ
む

海
歩
職
員
は
、「
火
災
出
動
の
際
と
同
様
、
操
法
訓
練
に
も
職
場
に
は
多

大
な
理
解
を
い
た
だ
き
感
謝
し
て
い
ま
す
。

全
国
大
会
出
場
を
目
指
し
、
頑
張
り
ま
す
」

と
話
し
ま
し
た
。

松浦嘉昭松江市消防団長より表彰を受ける団員

優勝した玉湯方面団員と中村副本部長（後列右から２番目）

優　勝 玉湯方面団

準優勝 宍道方面団

３　位 松江橋南方面団

的を狙って放水する消防団員
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～
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日
㈮

総
代
正
副
代
表
者
会
議
を
実
施

各
支
店
で
感
謝
を
込
め
て
企
画

          

ね
ん
き
ん
感
謝
デ
ー
開
催
！

プレゼントを受け取る来店者（川津支店） プレゼントを受け取る来店者(法吉支店)

プレゼントのフルーツゼリー（川津支店）

　

く
に
び
き
地
区
本
部
は
６

月
11
日
、
営
農
総
合
セ
ン

タ
ー
で
令
和
８
年
度
第
１
回

総
代
正
副
代
表
者
会
議
を
実

施
し
、
７
選
挙
区
の
総
代
長

と
副
総
代
長
の
う
ち
12
名
と

Ｊ
Ａ
役
職
員
18
名
が
出
席
し

ま
し
た
。

　

冒
頭
、
越
野
浩
昭
本
部
長

が
「
今
年
度
も
松
江
市
農
業

の
振
興
・
農
業
所
得
の
増

大
・
地
域
の
活
性
化
に
向
け

て
、
地
区
本
部
一
丸
と
な
り

取
り
組
ん
で
ま
い
り
ま
す
。

引
き
続
き
ご
理
解
・
ご
協
力

を
賜
り
ま
す
よ
う
お
願
い
し

ま
す
」
と
挨
拶
。

　

会
議
で
は
、
令
和
７
年

度
の
事
業
報
告
や
第
４
次

農
業
戦
略
実
践
３
ヵ
年
計

画
お
よ
び
第
４
次
中
期
経

営
計
画
、
く
に
び
き
改
革

推
進
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
の
進

捗
状
況
を
報
告
し
、
令
和

８
年
度
の
事
業
計
画
に
つ

い
て
説
明
し
ま
し
た
。

　

そ
の
後
の
質
疑
で
は
、「
出
資
配
当
金
」「
食
農
教
育
」

「
不
稼
動
資
産
の
取
扱
い
」「
資
産
管
理
・
相
続
相
談
事

業
」
等
に
つ
い
て
質
問
や
意
見
が
あ
り
、
活
発
な
意
見

交
換
が
行
わ
れ
ま
し
た
。

　

く
に
び
き
地
区
本

部
の
各
支
店
は
６
月

15
日
、
Ｊ
Ａ
で
年
金

を
受
給
さ
れ
て
い
る

方
と
ご
予
約
の
方
へ
、

日
頃
の
感
謝
を
伝
え

る
「
ね
ん
き
ん
感
謝
デ
ー
」
を
開
催
し
ま
し
た
。

　

当
日
は
、
各
支
店
で
企
画
し
た
プ
レ
ゼ
ン
ト
を
職
員

が
感
謝
の
言
葉
と
と
も
に
贈
呈
。
夏
ら
し
い
フ
ル
ー
ツ

ゼ
リ
ー
や
ミ
ル
ク
パ
ン
等
の
プ
レ
ゼ
ン
ト
に
来
店
者
は

「
こ
れ
か
ら
の
季
節
に
ぴ
っ
た
り
の
フ
ル
ー
ツ
ゼ
リ
ー
で

嬉
し
い
。
今
月
の
プ
レ
ゼ
ン
ト
は
何
か
な
と
い
つ
も
楽

し
み
に
し
て
い
る
」「
ネ
ッ
ト
や
Ａ
Ｔ
Ｍ
が
普
及
す
る
中

で
、
支
店
に
行
く
き
っ
か
け
に
も
な
り
、
い
ろ
い
ろ
な

こ
と
が
聞
け
る
の
で
、
今
後
も
続
け
て
ほ
し
い
」
と
笑

顔
で
話
し
て
い
ま

し
た
。

　

次
回
の
「
ね
ん

き
ん
感
謝
デ
ー
」

は
10
月
15
日
開
催

予
定
で
す
。

年金のお受取り・
受取予約はＪＡで

くにびき地区本部でも おまっちぇお買物券 がご利用いただけます
松江市が配布する「松江市生活応援 おまっちぇ 
お買物券」がくにびき地区本部の下記店舗でも
ご利用いただけるようになりました。

※２店舗とも「紙券」と「アプリ」どちらでもご利用いただけます。

（お買物券イメージ）

利用期間
令和８年６月17日（水）～９月30日（水）

店舗名 住所 電話番号 営業時間等

JAグリーンつだ 松江市西津田3-5-16 32-5050 8：30～18：00

自動車センター 松江市西川津町1635-7 55-3077 平日・土曜（第1・3・5）
8：30～17：00

おまっちぇお買物券の利用に関するお問い合わせ： 0120-551-045（利用者向けコールセンター）

意
見
交
換
の
詳
し
い
内
容
に
つ
い
て
は

こ
ち
ら
か
ら
ご
確
認
く
だ
さ
い
。
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知っておくと安心「ご葬儀の流れ」と「葬儀プラン」知っておくと安心「ご葬儀の流れ」と「葬儀プラン」
一般的なご葬儀の流れ（仏式・骨葬の場合）と葬儀プランをご紹介します。
事前のご理解にお役立てください。

くにびき地区本部では、ご要望に合わせてご葬儀プランをお選びいただけます。

※各プランに、会葬品・飲食費・宗教者への御礼等は含まれておりません。

ご葬儀の流れ（仏式）～骨葬の場合～ご葬儀の流れ（仏式）～骨葬の場合～

ご葬儀プランご葬儀プラン

1. ご臨終 ●葬祭センターヘご連絡下さい。24時間対応致します　●搬送車の手配　●故人様の安置
●お寺、町内、親戚、友人等への連絡

2. 打合せ お寺、JA、町内と日程、場所、祭壇、会葬品、料理の手配等の打合せ

3. ご自宅の飾り付け 床の間等の片付け

4. ご納棺 ●副葬品の準備　　●旅支度等を行い、ご納棺致します
●ご希望により納棺師が行います

5. お通夜 ●僧侶のお勤め（無い場合もあリます）　●通夜振る舞い

6. ご出棺 ●僧侶のお勤め（無い場合もあリます）

7. 火葬 ●火葬場にて荼毘に付します（約1時間30分ほど）　●献茶の接待を致します

8. 式場到着 ご自宅、寺、会館、集会所等

9. ご葬儀打合せ 弔辞、特別焼香、弔電等の確認を致します

10.ご葬儀

11. 初七日法要 初七日の法要を繰り上げて行う場合

12. 精進落とし 僧侶、親戚、町内等お世話になった人たちをもてなします

13. ご葬義後 ●当日、納骨をする場合は線香、ローソク、生花等をお忘れなく
●近所や会社等へ挨拶まわり　●香典の整理
●名義変更等の諸手続き　●法要の手配（ギフト、仏壇、墓石、位牌、法要会場等）

ご相談からご葬儀まで安心のＪＡにおまかせください。
葬儀・ギフト・仏壇・墓石・位牌のご依頼・ご連絡は

くにびき葬祭センター
〒690-0855 島根県松江市浜佐田町828-1

24時間対応
年中無休

　　　0120-100-837 
FAX  0852-36-4571

松江市浜佐田町874-1 松江市宍道町白石229-4 松江市大庭町1213-1
虹のホールこほく 虹のホールしんじ 虹のホールおおば 虹のホールかわつ

松江市下東川津町63-2

葬儀プラン 価　格 場　所

一　般　葬 850,000円～（税込）

家　族　葬 680,000円～（税込）

出　張　葬 350,000円～（税込） 自宅・宗教施設・集会所等

虹のホールこほく 虹のホールしんじ
虹のホールおおば 虹のホールかわつ

詳しくはこちら
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くにびき女性部からくにびき女性部からののおすすめ料理おすすめ料理
作ってみませんか？作ってみませんか？

※各相談とも無料で
　お受けしています。88

○くにびき統 括 支 店ローンセンター で は、 土 曜 日 
（10：00～15：00）に休日住宅ローン相談を実施
しています。要予約。

※8月の土曜営業日は8日です。
◆お問い合わせは
　  0120-988-380※事前にご予約をお願いします。予約先：開催会場となる支店

8月19日水・20日木8月 ふれあい訪問日
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・青じそを、みょうがや新生姜に代えてもおいしいです。
ポイント

丸ごと新玉ねぎのスープ、キュウリとカニカマ・ワカメの酢の物

Ⓐ

丸ごと新玉ねぎのスープ（４人分）

キュウリとカニカマ・ワカメの酢の物（４人分）

新玉ねぎ……………………… 小4個
ベーコン………………………… 4枚
グリーンピース（湯がいたもの）…適量

キュウリ……………………… 2本
カニカマ……………………… 8本
乾燥ワカメ……………… 大さじ2
青じそ………………………… 3枚

コンソメスープの素…………… 2個
塩・こしょう……………………少々
水…………………………… 800ml

酢………………………… 大さじ2
砂糖……………………… 大さじ1
しょうゆ………………… 小さじ2

①�新玉ねぎは、皮をむいて下部に十字の切り目を入れる。耐熱容器に入れて
ラップをふんわりかけ、電子レンジ（600Ｗ）で約４分加熱する。

②ベーコンは１㎝幅に切る。
③�鍋に水を入れ沸騰したら、①を切り込みが下になるように入れ、②を加え

てアクを取りながら弱火で煮る。
④�玉ねぎに火が通ったらコンソメスープの素を入れ、蓋をして弱火で約３分煮

る。お好みで塩・こしょうを加えて味を調えたら、グリーンピースを入れて
火を止め、器に盛りつける。

①�キュウリを薄く輪切りにし、塩（小さじ2 分の 1）を振って 5 分くらい置き、
水気を絞る。

②ワカメは水に入れて戻し、水気を切る。カニカマは、食べやすい大きさに割く。
③ボウルにⒶを入れて混ぜ、キュウリ、ワカメ、カニカマを加えてよくあえる。
④器に盛り付け、千切りにした青じそをのせる。

作り方

作り方

今月の
料理人

さんさん☀クッキンググループの
みなさん（左から）

 ・中
な か し ま

島　春
は る

美
み

 さん

 ・峠
た お

　洋
ひ ろ

子
こ

 さん

 ・後
ご

藤
と う

ゆみこ さん

「丸ごと新玉ねぎのスープ」は、とろけるような柔らかさで、口の中いっ
ぱいに優しい甘みが広がる一品です。「キュウリとカニカマ・ワカメの酢の
物」は、仕上げに添えた青じその、ふわりと広がる風味がさわやかで、
箸が止まらない美味しさです。どちらもあと一品欲しい、そんな時にすぐ
作れる手軽なメニューですので、ぜひお試しください。

日 曜日 相談会内容 場所・予約先電話番号・時間

5 水 税 務 相 談 会 津 田 支 店（TEL：24-1818）10：00～12：00

6 木 税 務 相 談 会 くにびき支店（TEL：55-3028）10：00～12：00

いつも JA バンクをご利用いた
だきありがとうございます。
このたび JA バンクはお客様へ
のサービスや利便性の向上を目
的としたシステム更改に伴い、
誠に勝手ながらATM・JA ネッ
トバンクなどのサービスを一時
休止させていただきます。
ご不便をおかけいたしますが、
何卒ご理解とご協力を賜ります
ようお願い申し上げます。

ATMなどのサービスを

一時休止させていただきます。

休止日
（
令
和
８
年
）

8.16
日 全取引中止

0：00-8：00

8.15
土 全取引中止

21：00-24：00
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TEL 55-3077
〒690-0823
松江市西川津町1635-7
FAX 0852-55-3088
営  業  日／平日・土曜（第1・3・5）
営業時間／8:30～17:00

自動車センター
※写真はイメージです。

夏用タイヤフェアも開催中!

大　橋　川

JAしまね
くにびき地区本部

合銀

総合体育館

水門

くにびきメッセ

一畑バス

松江北消防署北公園

至 県庁

至 八束町

く
に
び
き
道
路 JAしまね

くにびき地区本部
自動車センター

※写真はイメージです。

※写真はイメージです。 ※写真はイメージです。

円87,420お買得!

（税込）

129（税込）

万円

円
116,460お買得!

（税込）

円お買得!

173（税込）

万円

合計1,377,420円のところ

デュアルセンサーブレーキサポートⅡ装着車

デュアルセンサーブレーキサポートⅡ装着車

特別装備 円53,020（税込）

車輌本体価格

●LEDヘッドランプ
●運転席・助手席SRSエアバッグ
●AM/FMラジオ〔スピーカー内臓〕
●アングルポスト〔ガードバー付〕

●みち板引っ掛式リヤゲート
●ぬかるみ脱出アシスト
●ビニールレザーシート表皮

円1,324,400（税込）

【主な装備】
■ベース車：キャリイ KC 4WD 5MT660

車輌本体価格 1,705,000円
特別装備品　　　　 141,460円

値引き金額　　 ▲116,460円

●フロアマット(ジュータン)（ファイングリッド）BB７９
●ワイドバイザー　●ナンバープレートリム（2枚）
●エクスターボディコート

合計　　　　 1,730,000円

円
97,330
お買得!

（税込）

お買得!

152（税込）

万円
デュアルセンサーブレーキサポートⅡ装着車

フロアマット
（ラバー）
4,510円

ドアバイザー
6,160円

荷台マット
（5mm）
16,390円

アッパー
メンバーガード
8,360円

アングルポスト
プロテクター
2,310円

リヤゲート
チェーン
1,870円

ナンバー
プレートリム
4,180円

付属品
取付費
9,240円

オーディオレス仕様のため別途必要です

キャリイ KC 
島根 スペシャル

■ベース車：スペーシア HYBRID X

スペーシア
-島根県限定-売れっ子ジュニア

2WD CVT660

車輌本体価格 1,588,400円
特別装備品　　　　 28,930円

値引き金額　　 ▲97,330円

●フロアマット(ラバー）
●ドアバイザー

合計　　　　 1,520,000円
■ベース車：エブリイ PA

エブリイ PA 
島根 スペシャル

CVT4WD660

エンジンオイル交換金額の変更についてお知らせ
原油価格の高騰に伴い、エンジンオイル交換金額を変更しました。何卒ご理解賜りますようお願い申し上げます。

内

容

エンジンオイル交換代金(定価)※1㍑あたり（工賃込み）
品番 変更前 変更後

0W-20 1,800円 ➡ 2,500円
5W-30 1,500円 ➡ 2,000円

※�なお、ご好評いただいております土曜日の
サービスデーやオイル交換半額券について
は、引き続きご利用いただけます。
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自動車センター
休業日のお知らせ

右記の期間を休業と
させていただきます。

【自動車事故等の場合】
JA共済（24時間 365日受付） 
JA共済 事故受付センター  0120-258-931

【レッカー移動や故障時の応急対応が必要な場合】
①JA共済 サポートセンター  0120-063-931
②JAFロードサービス・救援コール（24時間年中無休）
　☎0570-00-8139(有料)または＃8139局(有料)

《　　　　　》お車の
トラブル等の
連絡先

休業期間：８月8日（土）～8月16日（日）

組合員の皆様へ

2026 JAしまね くにびき地区本部 自動車センター2026 JAしまね くにびき地区本部 自動車センター

チラシ期間
2026

8/29土まで展示会
紙上
展示会
紙上

変
更
日

令和８年
７月1日～
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